
と…曇且5
まちのうごき

人　口

　男

　女

世帯数

6，241人（一5）

3，007人（一2）

3，234人（一3）

し758戸（一1）

62年IO月1日現在人口

　　1　　弓ま丈寸自む月上ヒ

＊材加工舳設瀞国威

62

　　　　　　11

　昭和60年度から田野区の長迫地区に整備を

進めていた国産材加工施設が完成し．10月22

日落成式が行われました。

　これは、耳川流域が林野庁の国産材硬目体

制整備事業の地域指定を受け、その施設が更

郷町に立地したもので．約5億8干万円かけ

て施設が整備されました。

　巨1．．流域は、膨大な森林資源を有4ており、

今後はその木材供給基地として発展が期待さ

れます。
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投
資
的
経
費
に

　　

@　

@　

X
億
8
千
万
円

－
昭
和
6
1
年
度
決
算
か
ら
一

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
東
郷
町
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
盤
浮
腰
計

　
あ
　
ら
　
ま
　
し

　
歳
入
総
額
は
、
二
十
八
億
三
百
三

十
七
万
二
千
円
、
歳
出
総
額
は
二
十

六
億
四
千
六
百
十
一
万
九
千
円
と
な

り
、
　
一
億
五
千
七
百
二
十
五
万
三
千

円
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
六
十
一
年
度
の
財
政
運
営
は
、
予

算
編
成
方
針
に
基
づ
き
適
格
な
財
源

の
確
保
を
図
り
、
支
出
面
に
お
い
て

は
一
般
経
常
経
費
、
特
に
消
費
的
な

内
部
管
理
費
に
つ
い
て
は
極
力
節
減

に
務
め
る
と
と
も
に
、
公
債
費
の
繰

上
償
還
、
起
債
の
発
行
抑
制
を
行
い

後
年
度
の
財
政
負
担
の
軽
減
等
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
依
存
財
源
は

　
　
　
　
　
　
7
5
％

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
全
体

の
四
二
・
○
％
、
県
支
出
金
が
一
五

・
⊥
ハ
％
、
町
債
九
・
○
％
と
な
っ
て

お
り
、
依
存
財
源
が
七
四
・
五
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
と
比
較
す
る
と
、
依
存
財
源

が
○
・
八
％
の
減
、
逆
に
自
主
財
源

は
○
・
八
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
投
資
的
経
費
に

　
　
　
　
　
　
3
7
％

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、
人
件
費
等

の
義
務
的
経
費
が
四
一
・
七
％
、
普

通
建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費
が

＜
小
股
橋
の
改
築
（
田
野
区
）

三
七
・
一
％
、
物
件
費
等
の
消
費
的

経
費
が
二
一
・
二
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

o
農
林
水
産
業
費

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
の
た
め
に
、
全
体
の
三
〇
・
七

％
、
八
億
一
千
三
百
二
十
五
万
九
千

円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
関
係
で
は
、

農
業
構
造
改
善
事
業
…
…
迫
野
内
地

　
区
営
農
用
水
施
設
、
仲
深
集
落
セ

　
ン
タ
ー

暖
地
営
農
む
ら
づ
く
り
事
業
…
…
老

　
谷
研
修
施
設
、
中
河
原
か
ん
排
工

　
事

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
…
…
生
野

　
地
区
ほ
場
整
備

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
…
…
坪

　
谷
川
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整

　
備

土
地
改
良
事
業
…
…
寺
迫
、
小
野
田

　
地
区
農
道
整
備

　
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
関
係
で
は
、

　
年
次
計
画
に
基
づ
く
町
有
林
の
整

備
、
間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業
、
林

業
構
造
改
善
事
業
な
ど
に
よ
り
、
林

道
開
設
（
二
路
線
）
、
作
業
路
開
設

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
o
公
　
債
　
費

　
町
債
の
償
還
額
は
、
四
億
四
千
三

百
八
十
七
万
四
千
円
で
、
元
金
二
億

六
千
四
百
七
十
三
万
円
、
利
子
一
億

七
千
九
百
十
一
万
円
で
、
う
ち
三
千

七
百
七
十
七
万
円
は
繰
上
償
還
に
よ

る
も
の
で
、
公
債
費
の
占
め
る
割
合

は
十
六
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
o
土
　
木
　
費

　
多
様
化
、
か
つ
高
度
化
す
る
交
通

社
会
の
要
請
に
応
え
る
と
と
も
に
、

生
活
環
境
の
保
全
と
活
力
と
ゆ
と
り

の
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る

た
め
、
町
道
大
谷
出
口
線
ほ
か
十
二

路
線
の
改
良
・
舗
装
工
事
を
、
ま
た

小
股
橋
の
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

そ
の
結
果
、
町
道
総
延
長
一
四
七

㎞
に
対
し
、
改
良
済
延
長
一
〇
五
㎞
、

（
七
一
・
九
％
）
、
舗
装
済
延
長
一
二

七
㎞
、
（
八
六
・
九
％
）
と
な
り
ま
し

た
。　

こ
の
ほ
か
、
牧
水
公
園
整
備
事
業

と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き
、
キ
ャ
ン

プ
場
造
成
工
事
、
取
付
道
、
炊
飯
所
、

運
動
施
設
、
（
観
覧
席
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ

ト
）
、
牧
水
庵
広
場
の
植
栽
な
ど
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

o
教
育
費

　
小
学
校
三
校
、
中
学
校
二
校
の
児

童
生
徒
八
四
二
名
の
教
育
振
興
の
た

め
「
八
千
二
百
九
十
万
円
を
支
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
三
園
の
教

育
振
興
の
た
め
に
一
干
八
百
三
十
万

円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
婦
人
学
級
を
初

め
と
す
る
各
種
学
級
を
開
設
、
ま
た
、

町
民
の
夢
で
あ
っ
た
東
郷
音
頭
を
作

曲
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
　
一
館
一
運
動
の
推
進
、

赤
松
、
下
水
流
地
区
の
埋
蔵
文
化
財

発
酵
調
査
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

o
民
　
生
　
費

　
住
民
福
祉
の
充
実
、
向
上
を
図
る

た
め
、
民
生
児
童
委
員
の
活
動
、
国

民
年
金
事
務
、
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営

老
入
福
祉
、
障
害
福
祉
、
児
童
福
祉

対
策
な
ど
の
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ

ま
し
た
。
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轄
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計

　
国
民
健
康
保
険
事
業

　
歳
入
総
額
四
億
二
千
七
百
七
十
三

万
円
、
歳
出
総
額
三
億
九
千
七
百
十

七
万
五
千
円
と
な
り
、
差
引
き
三
千

五
卜
五
万
五
千
円
の
里
…
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
医
療
費
の
増
大

や
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
老
人
医
療

の
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
緩
和
を
期
待
す
る
程
の
財
政
状

囹歳入の財源構成

存

態
と
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　
　
老
人
保
健
事
業

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
老
人
医
療
対

象
者
は
、
七
十
歳
以
上
八
三
三
人
、

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
で
認
定

を
受
け
た
者
二
十
二
人
で
、
合
計
八

五
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
総
額
は
二
億
九
千
五
百
五
十

万
四
千
円
、
歳
出
総
額
は
二
億
九
千

五
百
四
十
七
万
八
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

依

財

地方交付税
　ll億7，769万円

　　　（42．0％）

担金

財

主

自

　その他
2億4，390万

　　2千円
　（8．了％）

源

へ

璽

紛
）

町税
2億6，946万2千円

　　（9．6％）

　分担金及び負担金
　5，543万9千円

　　　（2．0％）、

繰越金
1億 ﾐ千円プ

■■

源翫癬
交付金等
7，728万4千円、

（2．8％）

（74．5％）

　
　
簡
易
水
道
事
業

　
山
陰
地
区
外
三
施
設
の
管
理
運
営

を
行
っ
て
お
り
、
加
入
世
帯
は
七
七

六
世
帯
、
給
水
人
口
二
、
六
六
〇
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
総
額
一
億
一
千
七
百
十
九
刀

五
千
円
、
歳
出
総
額
一
億
一
千
二
百

六
十
一
万
九
千
円
と
な
り
、
四
百
五

十
七
万
五
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
病
院
運
営
に
要
す
る
経
費
は
、
そ

務

的

国庫支出金
1億4，202万2千円

（5．1％）

の
運
営
か
ら
生
ず
る
収
益
を
も
っ
て

ま
か
な
う
べ
く
、
独
立
採
算
性
を
基

調
に
経
済
的
か
つ
効
率
的
運
営
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
収
益
二
億
四
千
四
百
七
十
万

三
千
円
、
事
業
費
用
二
億
五
千
八
十

七
万
四
千
円
で
、
六
百
十
七
万
一
千

円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
年
度
繰
越
金
か
ら
欠
損
処
理
を
行

い
、
当
年
度
末
の
欠
損
金
は
二
百
二

十
三
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

扶助費
8，573万9千円

〔3．2％）

●

　　　＝　　ま　ま±

葡

経
　
費

順人件費
5億7，565万7千円

　　（21．7％）

■
粧
．

囹歳出の性質別構成

　　　識万1千・　的賢消
　　　（5・4％）　　費経　・

　物件費　　／
　1億4｛ll借覧粛

無熱

公債費
4億4，387万

　　4千円
（16。8％）

＼ 紗
．
投

普通建設事業費
　8億8，490万4千円

　　　（33。4％）

資

的

災害復旧費
9，646万5千円

　　（3．6％）

（37．聖％）

農林水産業費
8億1，325万9千円

　　（30．7％）

レ
改
築
さ
れ
た
仲
深
公
民
館

経
費

．
廃
．

囹歳出の目的別構成

　その他
2億1，913万

　　9千円
（8．3％）

災害復1日費
9，646万5千円

　（3．6％）

民生費
2億659万8千円

　　（7，8％）

教育費
2億3、265万6千円

　（8．8％）

公債費
4億4，387万4千円

　　（16．8％）

総務費
3億2，507万

　　斤円
（12．3％）

土木費
3億905万

　　7千円
OL7％）
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国
囲
回
東
郷
面
産
業
文
化
祭

　
第
六
回
東
郷
町
産
業
文
化
祭
が

町
中
央
公
民
館
を
中
心
に
十
】
月

六
日
目
ら
八
日
ま
で
の
三
日
間
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
各
種
展
示
、
催
し
物
コ
ー
ナ
ー

等
を
紹
介
し
、
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
農
林
産
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
み
か
ん
、
柿
、
小
径
木
集
成
材
、

　
農
産
加
工
品
、
青
空
市
場
、
農
機

　
具
、
森
林
組
合
、
植
木
市
、
肉
・

　
乳
製
品
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

▽
商
工
会
コ
ー
ナ
ー

　
日
吉
だ
ん
ご
、
牧
水
酒
造
、
衣
類
、

　
電
気
製
品
、
北
海
道
及
び
宜
野
湾

　
物
産
展
、
企
業
（
桑
原
織
物
・
マ

　
ツ
ダ
自
動
車
）
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か

　
味
の
の
れ
ん
街
な
ど
が
設
け
ら
れ

　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ξ

妻
ヒ“

露｝’

一か

▽
文
化
部
門
コ
ー
ナ
ー

　
生
花
、
盆
栽
、
児
童
・
老
人
・
婦

　
人
学
級
作
品
展
、
学
校
給
食
展
、

　
健
康
診
断
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

▽
催
し
物

①
焼
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
一
1
月
7
日
・
午
前
1
1
時
か
ら

②
公
民
館
対
抗
歌
合
戦

　
1
1
月
8
日
、
午
後
1
時
3
0
分
か

　
ら
、
司
会
者
1
1
武
中
は
じ
め
・

　
ア
コ
さ
ん
。

　
ゲ
ス
ト
ー
森
若
里
子
演
歌
歌
手

※
歌
合
戦
終
了
後
景
ま
き
が
行
わ

　
れ
ま
す
。

’
叢

駄　　ラrτ

灘野雪・o色．

鵬葦囲驚驚＿．重

適しδ㊨

揖
追

入
脅
12月4日～10日は

　　「人権週間」

　
今
年
も
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
人
権
週
間
は
、
十
二
月
四
日
か
ら

十
二
月
十
日
（
人
権
デ
i
）
ま
で
の

一
週
間
で
、
み
ん
な
で
お
互
い
に
相

手
の
立
場
と
人
権
を
考
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
期
間
中
は
全
国
各
地
で
「
人
権
」

に
ち
な
ん
だ
催
し
物
等
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
　
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も

「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
今
年
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項
は

。
い
じ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
。

o
人
権
の
共
存
一
互
い
に
相
手
の
立

　
場
を
考
え
て
曲
豆
か
な
人
間
関
係
を

　
つ
く
ろ
う
。

O
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

o
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

　
現
し
よ
う
。

　
い
つ
で
も
人
権
相
談
所
へ

　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ

　
人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
そ
の
ほ
か
、

家
庭
内
の
問
題
、
借
地
、
借
家
、
登

記
、
金
銭
貸
借
問
題
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
お
近

く
の
人
権
相
談
所
、
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
人
権
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
1
2
月
9
日

　
　
　
　
0
土
寸
～
5
土
寸

　
　
　
　
－
　
日
　
　
　
　
－
　
日

▽
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

▽
人
権
相
談
所

　
延
岡
市
南
町
二
丁
目
］
番
地
八

　
　
宮
崎
地
方
法
務
局
延
岡
支
局

　
　
〇
九
八
二
－
三
三
一
二
一
七
九

▽
人
権
擁
護
委
員

山
本
和
年
（
羽
坂
）
　
⑲
二
六
〇
七

中
谷
芳
雄
（
仲
深
）
　
⑲
七
七
〇
二

黒
木
利
松
（
寺
迫
）
　
⑱
　
一
八
○
○

　　　　　　　　な
・騨㌔偽穫
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東
郷
町
の

観
光
宣
伝
▼

　
県
内
の
観
光
地
を
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
県
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
新

発
見
、
旅
・
た
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
九
月
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
宮

崎
市
の
M
R
T
ミ
ッ
ク
三
階
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
．
．
町
で
は
、
牧
水

生
家
、
記
念
館
、
ゴ
ル
フ
場
等
の
写

真
展
示
、
観
光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
行
い
観
光
P
R
に
務
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会

で
は
、
イ
メ
ー
ジ
流
通
戦
略
事
業
の

］
環
と
し
て
「
純
手
打
そ
ば
」
の
試

食
を
行
い
ま
し
た
が
、
準
備
し
た
三

男
＝

二
百
食
分
の
そ
ば
は
、
ま
た
た
く
ま

に
な
く
な
り
大
盛
況
で
し
た
、
一

▲優等の三席
　　一宮崎県家畜共進会一

　新富町の児湯家畜市場で10月6日開催された宮崎

県畜産共進会において、次の方々が入賞しました。

O肉用種々牛（若雌の部）

　優等の三席　まつみ7の4号（写真）

　　　　　　　　　　　寺迫区　海野鉄郎

　二等　第4たけこ号　　坪谷区　岡村増義

　
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
と
牧
水

顕
彰
会
で
は
、
日
向
市
国
道
十
号
線

の
塩
見
大
橋
と
美
々
津
大
橋
の
た
も

と
に
そ
れ
ぞ
れ
案
内
板
を
建
て
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
牧
水
生
家
、
記
念
館

▼牧水の里へどうぞ

案内板を設置

へ
の
訪
問
客
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
、

イ
メ
ー
ジ
流
通
戦
略
事
業
の
】
環
と

し
て
設
置
し
た
も
の
で
、
高
さ
三
・

六
メ
ー
ト
ル
の
三
角
す
い
の
看
板
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　　　議’

野郎

▲史跡に標柱
　東郷町史談会では、町内の史跡を知っ

ていただこうと、一太郎住家井戸、谷内

原浸食洞（以上迫野内）、大関増見川の

墓、薩兵之霊位〔以上鶴野内）、深谷観

音堂、音之瀬・尾鈴山関取の墓（以上仲

深）に標柱を立てました。今後も順次標

柱を立てていく計画ということです。

＜老人スポーツ大会

　第12回東郷町老人スポーツ大会が10月

2日午前10時から町中央グラウンドで開

催されました。

　当日は、各地区の老人クラフから約500

名の方が参加し、50mリレー・ビンたお

し、400nl競歩リレーなどに快い汗を流し

ていました．難憲

「
y
ε
｝
．
5
～
．
，
～
憂
～
ρ
～
が
～
．
脅
～
‘
～
チ
～
，
～
β
．
～
β
～
‘
～
魯
・
・
Ψ
．
｝
・
．
5
σ
～
“
．
～
費
～
夢
f
・
脅
～
φ
．
～
，
～
ひ
～
◎
f
．
’
～
●
～
‘
．
～
チ
メ
登
～
◎
～
◎
f
み
～
5
～
．
β
～
φ
～
昼
～
◎
f
．
◎
～
9
～
昏
～
◎
～
ρ
～
ひ
～
ひ
～
＾

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

息
を
か
け
眼
鏡
ふ
き
つ
つ
歌
誌
読
め

ば
衰
え
し
目
の
ま
た
も
か
す
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

竹
に
吹
く
風
の
冷
た
き
黄
昏
を
朴
念

と
し
て
終
バ
ス
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

内
視
鏡
覗
く
医
師
等
の
表
情
の
険
し

く
あ
れ
ば
不
安
募
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

雨
の
夜
は
土
間
に
ぜ
ん
ま
い
の
綿
を

攣
る
山
の
様
子
を
妻
に
聞
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
文
雄

は
こ
べ
草
夕
の
膳
に
盛
り
合
せ
夫
と

春
の
味
に
親
し
む

　
　
　
　
　
　
　
孝
原
　
初
子
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三
瀬
一
人
口
一
、
〇
七
六
人
で
町

内
各
区
中
一
番
多
く
、
町
人
口
の
六

分
の
一
近
く
に
せ
ま
っ
て
い
る
。
面

積
は
坪
谷
区
に
次
い
で
二
番
目
に
広

い
．
実
行
組
合
は
－
r
二
組
合
あ
り
町

内
で
は
一
番
多
い
。
鵜
戸
木
、
日
田

尾
、
鳥
川
と
中
央
よ
り
遠
く
、
区
長

さ
ん
も
何
か
と
不
便
な
事
が
多
い
と

思
い
ま
す
．

　
畑
瀬
小
学
校
児
童
の
通
学
距
離
も

鵜
戸
木
五
、
一
㎞
、
日
田
尾
五
、
五

㎞
、
鳥
川
四
、
七
㎞
で
一
年
生
が
こ

＜
福
瀬
小
校
庭
の
開
商
の
碑

の
遠
い
道
を
夏
の
日
中
坂
道
の
多
い

所
を
帰
る
姿
は
可
愛
想
に
思
え
ま
す
。

と
に
か
く
性
理
の
区
長
さ
ん
は
区
行

政
の
取
扱
い
に
骨
の
折
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
福
生
区
は
県
道
仲
野
原
・
美
々
津

線
が
通
っ
て
い
て
、
車
の
往
来
が
多

く
道
幅
が
狭
い
の
で
、
拡
幅
運
動
を

続
け
て
い
る
が
、
相
当
長
期
に
亘
り

そ
う
で
あ
る
．
、

　
昭
和
四
卜
七
年
に
広
瀬
大
橋
が
架

け
ら
れ
、
広
瀬
渡
し
が
無
く
な
り
便

利
に
な
っ
た
。
又
開
パ
道
路
が
出
来

て
日
田
尾
、
寺
迫
へ
の
道
が
開
け
て

来
た
こ
と
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
瀬
歴
史
の
シ
ン
ボ
ル
は
小
学
校

庭
に
建
立
さ
れ
て
い
る
「
日
商
の
碑
」

で
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

田
辺
清
吉
翁
が
、
潮
瀬
炭
の
販
路
が

不
利
益
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
民
の
努

力
に
よ
っ
て
有
利
に
導
い
た
功
績
の

碑
で
あ
り
ま
す
。

　
人
材
と
し
て
新
名
馬
治
村
長
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
明
治
二
十
九
年

よ
り
大
正
八
年
ま
で
二
十
一
年
八
ヶ

月
の
長
期
に
亘
り
村
政
振
興
に
努
め

た
入
で
あ
り
ま
す
。

　
区
民
は
農
林
業
が
主
で
耳
川
を

隔
て
た
横
瀬
、
宮
ヶ
原
人
家
を
本
村

に
集
落
移
転
し
生
活
も
至
便
に
な
っ

た
。
日
向
市
が
近
い
の
で
通
勤
就
職

者
が
多
く
、
経
済
的
に
も
他
区
よ
り

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
人
口

減
も
極
め
て
少
な
く
、
小
学
校
児
童

数
も
他
校
に
比
し
て
減
少
し
な
い
様

で
あ
る
。

　
産
業
面
で
は
特
筆
す
べ
き
も
の
は

無
い
が
、
日
田
尾
地
区
の
養
蚕
業
は

町
内
で
は
屈
指
の
地
域
に
な
っ
て
い

る
。
出
口
の
西
方
間
溝
地
区
に
マ
ツ

ダ
自
動
車
流
通
セ
ン
タ
ー
が
進
出
し

て
い
て
町
民
よ
り
の
就
職
者
も
い
る
。

以
前
よ
り
仲
之
原
は
シ
ョ
ウ
ガ
の
特

産
地
域
で
も
あ
っ
た
。

　
堅
甲
は
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
所
で

少
年
野
球
等
は
日
向
市
レ
ベ
ル
で
度

々
優
勝
し
て
い
る
。
青
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
青
年
野
球
は
技
術
が
滑
れ

（入、

若山牧水・
冥X鞍XX雇煮M臨．v呈dV

牧
水
の

　　

ｬ
説

古
い
村
日

塩
月
儀
市

　
取
残
さ
れ
た
自
分
は
さ
ら
ば
と
い

う
の
で
旧
藩
主
た
る
延
岡
町
の
高
等

小
学
校
に
進
ん
だ
。
両
個
の
少
年
は

遠
く
三
十
里
の
平
原
を
距
て
て
な
お

且
つ
力
み
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

高
等
二
年
春
修
業
し
て
自
分
が
其
土

地
の
中
学
校
へ
入
っ
た
こ
ろ
は
、
初

太
郎
は
既
に
中
学
の
二
年
半
で
あ
っ

た
。　

彼
の
勉
強
は
そ
の
地
方
の
評
判
に

上
る
位
い
に
な
り
、
勉
強
狂
人
と
人

町
内
で
は
優
秀
な
チ
ー
ム
で
、
県
大

会
等
に
も
度
々
出
場
し
て
い
る
。
．

　
秋
の
福
瀬
神
社
例
祭
に
、
高
校
生

の
神
楽
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
文
化
伝

承
の
困
難
な
時
に
高
校
生
が
伝
承
し

て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
山
陰
神
社
ま

で
来
て
奉
納
し
て
貰
っ
た
の
で
す
。

青
少
年
へ
の
文
化
伝
承
は
大
切
な
こ

と
と
思
い
ま
す
。

東
郷
町
文
化
協
会
長

都
　
甲
鶴
　
男

は
評
し
合
っ
て
い
た
と
い
う
、
勿
論

自
分
も
勉
強
し
た
．
．
一
時
は
級
の
首

席
を
も
占
領
し
、
耳
な
り
に
勉
強
家

と
い
う
評
判
を
と
っ
て
い
た
。
け
れ

ど
も
そ
う
い
う
時
期
は
極
め
て
短
か

か
っ
た
。

　
中
学
二
年
級
の
終
り
の
頃
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。
厳
格
を
極
め
た
寄
宿
舎

の
自
分
の
机
の
抽
出
の
奥
に
は
歌
集

「
み
だ
れ
が
み
」
が
ひ
そ
み
、
縁
の

下
の
乾
い
た
土
の
中
に
は
他
人
の
知

ら
ぬ
』
葉
全
集
し
が
埋
め
ら
れ
て

あ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
机
に
遇

う
こ
と
も
極
め
て
少
な
く
な
り
、
多

く
の
時
間
は
学
校
の
裏
山
の
木
蔭
や
、

程
近
い
海
の
ほ
と
り
の
砂
原
で
費
や

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
撃
剣
や
野
球
の
け
い
こ
は
、
常
に

小
鳥
の
如
く
輝
い
て
い
た
自
分
の
瞳

に
は
日
に
増
し
故
の
無
い
一
種
の
沈

旭
を
堪
え
て
来
た
。
珍
し
く
机
に
対

っ
て
も
莚
然
考
え
込
む
こ
と
が
多
か

っ
た
「
、

　
い
つ
の
年
で
あ
っ
た
か
、
自
分
は

久
し
く
忘
れ
て
い
た
初
太
郎
の
名
を

新
聞
で
見
た
。
彼
が
初
め
か
ら
終
り

ま
で
首
席
を
通
じ
て
目
出
度
く
今
回

卒
業
し
た
こ
と
を
賞
さ
ん
し
た
報
道

で
、
次
い
で
、
今
後
直
ち
に
彼
は
高

等
学
校
の
医
学
部
に
進
む
べ
し
と
書

き
添
え
て
あ
っ
た
。

　
丁
度
そ
の
年
の
こ
と
、
夏
に
な
っ

て
自
分
は
休
暇
で
村
に
帰
省
し
た
。

父
母
は
こ
の
「
、
二
年
前
よ
り
の
自

分
の
成
績
の
悪
く
な
っ
た
こ
と
を
口

を
極
め
て
叱
責
し
、
声
を
ひ
そ
め
て
、

初
太
郎
を
見
う
と
言
っ
た
．
．
そ
れ
で

も
ま
た
続
け
て
、
父
は
微
か
な
冷
笑

の
眼
を
浮
べ
て
、
然
し
幾
ら
勉
強
が

出
来
た
と
こ
ろ
で
、
あ
の
体
で
は
既

に
駄
目
だ
、
と
言
い
足
し
た
。
母
も

続
い
て
、
そ
れ
に
あ
・
廻
り
が
わ
る

く
て
は
、
伝
造
も
息
子
を
ば
如
何
す

る
こ
と
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
、
と
、
こ

れ
も
口
の
辺
で
声
を
出
さ
ず
に
笑
っ

た
。
自
分
は
心
の
中
で
、
初
太
郎
が

熊
本
で
高
等
学
校
の
入
学
試
験
を
受

け
に
行
っ
て
い
て
勉
強
過
度
の
結
果

に
血
を
吐
い
て
、
其
父
の
伝
造
が
迎

い
に
行
っ
て
か
ら
も
う
一
ヶ
月
半
に

も
な
る
と
い
う
話
を
思
い
起
し
て
い

た
。
な
お
聞
け
ば
、
こ
の
一
年
程
以

前
か
ら
あ
の
伝
造
の
春
の
目
の
出
が

急
に
わ
る
く
な
っ
て
、
瞬
く
間
に
財

産
の
大
半
を
ば
減
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
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⑳
動
脈
閉
●
症

東
郷
病
院

院
長
鈴
　
木
　
俊

　
今
年
の
六
月
以
来
、
三
口
の
動
脈

閉
塞
症
の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
ま

し
た
．
．
め
ず
ら
し
い
と
さ
れ
た
疾
患

で
し
た
が
最
近
増
加
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
動
脈
閉
塞
症
と
い
う
の
は
急
性
と

慢
性
が
あ
り
、
慢
性
の
も
の
が
ふ
え

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
急
性
動
脈
閉
塞
症
は
、
他
に
疾
患

を
も
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
た
と
え

ば
動
脈
症
や
心
臓
の
僧
重
弁
疾
患
の

患
者
さ
ん
に
多
く
、
こ
こ
で
は
慢
性

動
脈
閉
塞
症
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　
慢
性
動
脈
閉
塞
症
に
は
バ
ー
ジ
ャ

ー
病
と
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
A
S

O
）
と
い
う
二
つ
の
代
表
的
な
疾
患

が
あ
り
ま
す
。
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
は
四

肢
の
大
き
な
動
脈
が
血
栓
で
つ
ま
り
、

動
脈
血
が
い
か
な
く
な
り
、
ひ
ど
く

な
る
と
指
に
難
治
性
の
潰
瘍
を
つ
く

る
病
気
で
す
．
、
三
十
歳
前
後
の
男
性

で
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
に
多
い
病
気

で
す
．
、
立
っ
た
り
、
座
っ
た
り
し
て

い
る
と
き
は
何
と
も
な
い
の
で
す
が
、

歩
き
出
す
と
足
が
し
び
れ
る
よ
う
に

痛
く
な
り
、
歩
け
な
く
な
り
ま
す
．
、

昭
和
五
十
年
に
厚
生
省
の
難
病
疾
患

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
．
、
全
国
で
六
千

人
ぐ
ら
い
の
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
一
方
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
A

S
O
）
は
四
肢
の
動
脈
硬
化
性
変
化

が
進
行
し
て
、
血
が
流
れ
に
く
く
な

る
病
気
で
す
。
五
十
歳
以
上
の
男
性

に
多
い
の
で
す
が
、
町
内
の
三
名
の

患
者
さ
ん
は
い
ず
れ
も
女
性
で
し
た
。

訴
え
は
や
は
り
歩
い
て
い
て
］
定
距

離
を
歩
く
と
痛
み
、
立
ち
止
ま
っ
て

休
む
と
数
分
以
内
（
長
く
て
も
十
五

分
以
内
）
に
痛
み
が
と
れ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を
間
欠

性
践
行
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
歩
く
の

を
や
め
て
も
－
－
数
時
間
痛
み
が
続

く
場
合
は
筋
肉
痛
や
脊
椎
間
狭
窄
症

な
ど
他
の
原
因
を
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
A
S
O
は
姿
勢
に
よ
っ
て

症
状
が
影
響
さ
れ
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
軽
い
方
で
は
冷
感
や
し
び
れ
感

な
ど
を
訴
え
ま
す
。
動
脈
閉
塞
は
左

右
で
程
度
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
色
調
の
差
や
、
手
足
を
ふ
れ
た
時

の
温
度
の
左
右
差
が
あ
る
の
も
こ
の

病
気
を
考
え
さ
せ
ま
す
。

　
町
内
患
者
の
う
ち
一
名
は
五
十
代

の
方
で
足
の
痛
み
を
主
訴
と
し
た
患

者
さ
ん
で
軽
症
で
あ
り
、
飲
み
薬
と
・

連
動
療
法
の
指
示
の
み
で
症
状
が
軽

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
も
う
一

人
は
九
十
代
の
方
で
左
足
に
潰
瘍
が

で
き
て
い
ま
す
。
も
う
一
方
は
完
全

に
下
腿
が
壊
死
に
お
ち
い
り
水
泡
な

ど
が
で
き
、
感
染
し
切
断
せ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
症
状
が
で
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
述

べ
た
よ
う
な
症
状
の
あ
る
方
は
病
院

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ロ
メ
モ

六
月
以
来
、
蟻
に
か
ま
れ
た
方
が

三
人
み
え
ま
し
た

農
作
業
中
で
し
た

だ
さ
い
。

　　　加入してますか？

　　　　あなたの会社。

従業員が3人以上の法人事業所はすべて

　　　　「甑保険」

　　　「厚生年金保険」

　　の加入が義務づけられました。

　
病
気
や
ケ
ガ
、
老
齢
等
に
よ
る
収

入
の
減
少
は
、
誰
で
も
が
も
っ
て
い

る
心
配
事
で
す
が
、
こ
れ
を
保
障
し

す
べ
て
の
人
が
い
つ
も
専
心
し
て
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制

度
が
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
の
い

わ
ゆ
る
社
会
保
険
制
度
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
は
、
従
業
員
規
模
や

業
種
に
よ
っ
て
は
任
意
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
か

ら
は
、
三
人
以
上
の
規
模
の
法
人
事

へ（

。
い
ず
れ
の
方
も

。
気
を
つ
け
て
く

埼
麟．

費21－5424

！＝・二脚㌧’；ノ・をコ；’＝・

加入の湘談は慮i

延岡社会保険同趣

業
所
は
、
す
べ
て
社
会
保
険
へ
の
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
社
会
保
険
へ
加
入
し

ま
す
と
、
保
険
料
の
負
担
や
事
務
手

続
き
な
ど
事
業
主
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
の

相
談
は
、
延
岡
社
会
保
険
事
務
所
で

受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
事
務
所

　
倉
〇
九
八
ニ
ー
二
一
－
五
四
二
四

11

獅
X
日
は

「
m
番
」
の
日

　
従
来
の
「
消
防
記
念
日
」
（
三
月

七
日
）
に
加
え
、
十
一
月
九
日
を
「

……

ﾔ
の
日
」
と
し
て
設
定
し
、
消
防

行
政
に
対
す
る
理
解
と
、
防
火
・
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
日
向
市
消
防
署
が
、
六
十
一
年
中

に
町
内
に
出
動
し
た
件
数
は
、

O
救
急
車
出
動
　
4
1
件

O
火
災
出
動
　
　
7
件

　
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
件
数
以
外
に
も
、
病

院
の
紹
介
、
火
災
の
問
い
合
わ
せ
等

を
…
…
番
で
行
う
方
が
多
く
、
］
般
の

電
話
と
㎎
番
電
話
の
正
し
い
使
用
を

日
向
市
消
防
署
で
は
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

勢
糟
せ
冨
・
・
一
へ

救急車を呼ぶときの

3つのポイント

①救急事故などの発生場所と

　近くの目標

②どのようなケガか病気か

③ケが人や病人の現在の容態
　（簡単に）
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つ
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回
回

駒
撚

年
金
相
談

　
年
金
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
は
社
会
保
険
事

務
所
よ
り
来
呈
し
相
談
に
応
じ
て
い

允
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
9
日
、
1
0
時
～
1
5
時

．
▽
場
所
　
役
場

官
崎
県
産
業
開
発

　
　
青
年
隊
の

　
　
　
　
　
隊
員
募
集

　
県
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
青

年
隊
員
を
次
の
要
領
に
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
＞

　
1
8
歳
か
ら
2
5
歳
ま
で
の
男
子

〈
応
募
締
切
〉

　
昭
和
6
3
年
1
月
2
0
日

く
募
集
人
員
V

臨
時
邑
・
・
名

印朋㎝ロゆ刻

〈
訓
練
期
間
〉

　
昭
和
6
3
年
4
月
1
0
日
～
6
4
年
3
月

　
3
1
日

く
問
い
合
わ
せ
V

　
そ
の
他
、
必
要
経
費
、
応
募
方
法

等
詳
し
く
は
、
県
土
木
部
管
理
課

（
容
〇
九
八
五
－
二
四
－
一
］
一
｝
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
海
外
協
力

　
　
　
隊
員
を
募
集

　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
開
発
途

上
に
あ
る
国
々
の
国
づ
く
り
に
積
極

的
に
参
加
す
る
協
力
隊
貝
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

〈
資
格
〉

　
満
2
0
歳
か
ら
3
5
歳

〈
願
書
締
切
＞

　
6
2
年
1
1
月
3
0
日

〈
派
遣
職
種
〉

　
農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、

　
土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文

　
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
約
㎜
部
門

（
派
遣
期
間
＞

　
2
年
間

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
県
総
務
部
総
務
課
外
務
係

　
麿
〇
九
八
五
（
二
四
）
一
「
】
一

公
民
館
対
抗

　
　
ノ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
　
1
1
月
1
日
　
8
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前9時皐～午後4時40分（平E）

二葦≡：ま正年まで〔箋2・第3＝i彗≡5久みます）

◎專『O相談曼ゴ琴身こ3ってこ相言1こ．こ＝ごます

1ε弁護士相談日：毎月第3木濯日午後1時～4時

税
を
知
る
週
間

（
十
一
月
十
一
日
～

　
　
十
一
月
十
七
日
）

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に

日本損害保険協会社団法人

宮崎自動車保険請求相談センター

宮崎市広島1－18－13　宮崎第一生命ビウ新館5階

　　　　　　　　　　宮崎調査事務所内

豊0985－28－1199（直遡）0985－24－7921

　　電話のご相談もお受けします

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▼
私
た
ち
の
納
め
た
税
金
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
が
こ
の
よ
う
な
活
動

を
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を

願
う
限
り
、
ど
う
し
て
も
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
共
通
の
経
費

と
い
え
ま
す
。

▼
「
税
を
知
る
週
間
」
は
、
国
民
生

活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る

税
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
使
わ

れ
方
な
ど
を
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

方
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、

税
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
六
期

善
急

　　

@　

@　

@　

@
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
三
瀬
の
平
野
富
夫
さ
ん
か
ら

　
（
梅
治
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
上
田
成
人
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ョ
子
さ
ん
・
5
2
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
海
野
和
幸
さ
ん
か
ら

　
（
畝
原
キ
ク
さ
ん
・
8
9
歳
ご
死
去
）

阜　　
・象

串　　
・争

1籍1

忠慧
1縫1

婁り髪

（
九
月
届
出
分
）

出
生
お
め
チ
、
と
う
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